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質集団の1番は昨年の反省からヨネシロをレイメイに

代えて多く栽培し，棟数確保を重点とする栽培をして

いる。数品種を用いている8番は耐肥性のあるレイメ

イの特徴をよくつかみ，施肥畳を他の品種よりも多く

施しているなど，レイメイの特性をよく理解した肥培

管理がなされている。

一万，10番のようにレイメイが他晶枝より収最の

劣っている集団についてみると，レイメイの施肥丑が

他の品種より少ないことなどが指摘され，肥培管理の

重点の置き方が当を得ていなかったことが低収に止ま

った要因とみることができる。

また全般にヨネシ′ロは棟数がレイメイより少ない傾

向にあるが，本来の特性としてはレイメイより多いの

が普通である。このことからヨネシロに対する栽培管

理に不合理な点があったために低収に止まったと推定

できる。

5．　ま　　　と　　　め

昭和45年の750Ⅹダ集団ほう賞制度で受賞したd集

団と上位5集団の調査結果から，集団で多収を得た場

合の品種の果した役割について考察した。

1．11集団のうち2集団を除く9集団は2～4品

種を組み合わせて栽培を行なっている。

2．2～4品種の組合せを用いている集団ではレイ

メイが多収を上げ，かつ作付面積も大きかったので，

レイメイが集団の平均収丑に及ぼす影響はきわめて大

きかった。

5．受賞集団と受賞外集団を比載すると，受賞集団

の輩ごとの収最変異は′トさく，受賞外集団の収丑変異

は大きい。

また収最構成要素は他晶桂にくらべ，レイメイが各

要素とも高い値を示し，晶毯特性を高度に発揮する肥

培管理がなされていたことがわかる。

4．したがって品種には限界収丑があるにしても，

集団栽培で多収を得るためには地域に好適した少数晶

踵にしぼって，晶踵特有の個性を生かした重点的栽培

法を採ることが必要なものと理解される○

品種，栽培法を異にした水稲の登熱性について

富士　正一・青田　　浩・大沼　　済

（山形県疫試）

1．　ま　え　が　き

水稲の登熱は品種，栽培法および出穂後の気象条件

により異なることは了知されているが，最近とみに単

位面鏡当り収畳拡大の方向から，収盈構成を早期にか

つ安全に確保し，その後も稲体の健全化を特続し，萱

熟の向上と千粒重の増大を図ることが試行されている。

また収丑の拡大と相まって後期栄養の存続から増肥さ

れ，成熟後も相当生薬が保持され，ややもすると刈取

時期が遅延される傾向となり，このことは品質の低下

をまねくことになる。これらのことから登熟の要因を

明らかにすることは栽培技術改善，または産米改良上

必要なことであり，昭和40年以降検討してきたが2

，5の知見を得たので報告する。

2．試．験　方　法

1．供試晶軽：フジミノリ，ハツニシキ，でわみの

り，ササシグレ，オオトリ，たちはなみ，さあのはな

どニー′レ畑首18抹／㌦（25・5×25・512未払

第1表　　施　肥　浸

元　　 肥
穂　 首

分 化 期

幼　 穂

形 成 期 穂 はらみ期

元肥 重 点 d ー 2 －

追 肥 重点 4 2 － 2

元肥は硫加燐安11号，追肥はN二K化成

ァ20510Kgハoa，Ⅹ20は封と同盈
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2．試験操作

（1）調査期日：出穂後20日～50日まで5日ごと。

（2）萱熟歩合：比重1・Od選，　品質は同籾摺判定

第2表　　出穂後日数と完全籾歩合の推移

5．試験結果および考察

1・出穂後日数と完全籾歩合の推移

（単位　％）

年 よ

穂

後

標　　　　　　　　　　　　　　　　　 植 晩　　　 植

フ　 ジ　 ミ　　 ′　 リ で　 わ　 み　 の　 り た　 ち　 はこ　な ・み フジ ミノ リ　た ちは娩

l　 元 肥 重 点 追 肥 重 点 元 肥 重 点 肥 重 い 元 肥 重 点 追 肥 重 点 元 肥 重 点

4 0 4 1 4 2 4 5 4 1 4 2 4 5 4 0 4 2 4 5 4 2 4 5 4 1 4 2 4 5 4 1
l
4 2 4 5 4 1 4 5 4 1 4 5

2 0 日

％

14 5 2 占．5 5 ス 1 5 0．7 5 ス4 5 8，0 5 4 5 Z 2 5 1．5 5 5．7 5 a l 5 0．2 2 1．8 2 8．9 8 ．0 4 5 ．0 5 5．5 5 1．8 5 9．5 5 5．0 4 ヱ4 1 8．2

2 5 4 6．6 8 8．7 5 0．0 4 9．5 7 7 2 7 9．4 8 8 ．4 4 ヱ5 4 8．1 4 4 5 5 1．5 d n l 5 5．D 5 0．2 0．1 5 7 5 5 0．占5°．9 7 8．8 5 5 ．1 4 ス7 4 6．8

5 0 7 4 4 8 5．5 8 8 2 ‘鼠4 8 5．0 7 ス7 9 2 ．1 8 0．2 8 占．7 ‘8．8 6 4 2 7 1．1 7 5．0 d 5．2 4 9．8 7 1．7 柏 5 8 4 5 8 1．0 7 乙5 5 2．5 5 8 ．2

5 5 8 5 ．8 9 1．5 7 8．4 7 9．7 8 1．4 8 9．8 9 2 ．1 8 5．1 7 ヱ9 6 5 ．8 7 1．7 7 8 ．8 7 5．4

8 0．9

7 1．°8 4 7 7 5．8 7 2 ．4 7 8．2 8 8．0 7 5 ．4 8 5．d 7a 7

4 0 8 8 ．4 9 5．5 79．°8 5．°8 8 ．4 9 2 ．8 9 5 ．9 8 5 ．5 7 8 ．1 7 5 ．5 7 4 5 7 5．5 7 0．5 8 4 7 7 9．5 7 Z 4 8 5．2 8 2．5 8 1．8 7 0．8 7 8 ．7

4 5 8 8 ．8 9 0．1 7 7 8 8 2 ．0 8 9 ．5 9 4 8 9 4 1 8 5 ．2 8 2 ．°7 4 0 8 4．9 8 1．8 75 ．5 d Z 5 8 4 8 7 9．1 7 9．9 8 （～．2 8 8 ．0 7 5．8 7 8 ．0

5 0 8 7 A 9 1．2 8 8．8 9 0．0 9 1．9 92 ．8 9 1．7 8 占．5 8 占．0 7 ス9 8 8．0 8 2．2 8 4 8 74 2 8 8 8 8 5 ．2 7 8．0 8 2 ．1 8 亡、．1 8 1．5 7 4 0 7 5 ．8

出 穂 期 名 ㍉ ㍉ 旬 4 十 一句 1 ㌔ 4 当 D ㌔ 8 ‰ ㌔ 5 ㌔ 9 ㍉ ∴巧 9 ㍉ ㍉ 1 ％ 9 ％ ‰ ㍉ 1 ㍉ ㍉

注・完全籾歩合は比重1・0日こて選別，標植5／20軌晩植41年dパ0，45年‘／5植

完全粗歩合の萱熟進度は第2表のとおりで急増～漸

増～哀定期の5期に区分される。通算7品瞳について

栽培法との関連から，フジミノリ，でわみのり，たち

はなみ，の5品疎を比載した。5品種では出穂後50～

55日頃まで急増し，40日以降は増加傾向が極少で緩

慢となりほぼ同一になり安定する。

フジミノリ：出穂後50日頃まで急増し，その後漸

増安定する。しかし栽培条件により追肥重点は25日

頃まで急増し，漸増安定する。

元肥重点との比掛こよると登熟日数が短縮され早期

に登熟がなされる。これは枝梗数の差によるものと考

えられる。元肥重点では出徳後45日頃に登熟が一時

停滞傾向にある。

でわみのり：出穂後50～55日頃まで急増しその

後漸増安定する。栽培条件で追肥重点がフジミノリと

相反し元肥重点と類似した傾向を示し，これは後期の

追肥条件が登熟の不安定性を増すことが見られ，この

ことから追肥の適正化が必要となる．

たちはなみ：出穂後55～40日頃まで急増しその

後漸増安定するが他の2品種より登熟進度が遅い傾向

にある○聾熟の絶対値はフジミノリが高く90％前後

＞でわみのり＞たちはなみの順でその差は5～10％

の開きがある。

また栽培条件で元肥重点と追肥重点の比教は追肥重

点の登熟が5品瞳ともにやや高い傾向を示した。

2・：気象と登熟との関係

出穂後の気象条件は登熱歩合に大きく影響するので

出穂後日数のみでなく∴隠算気温，日照時数を加味す

ることにより成熟適期の確定がなされる。出穂後日数

と気象は第5表のとおりで，積算気温：出棺後800℃嘆

まで急増しその後漸増安定する。安定期はフジミノリ

1・DOO℃前後，でわみのり，たちはなみ1．100℃前後

にある。日照時数：200～250hまで急増し漸増安億

する。安定期はフジミノリ280～500h，でわみのり

258～270九，たちはなみ250h前後の処である。
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第5表　　出穂後　日数　と　気象

積算気温（℃）

㌔ 芸 竺
’　　　　　　 フ　 ジ　 ミ　 ノ リ で わ み の　 り た ち は な み

4　 0 4 1 4　 2 4　 5 4　 0 4　 2 4　 5 4 1 4　 2 4　 5

2　 0 5 2 °．5 5 2 4 7 5 4 5．2 5 2 0．5 5 0 5．1 5 5 5．4 5 0 8 ．7 5 4 エ 5 5 2 8．4 5 0 2 ．5

2　 5 ‘ 5 1．8 ‘ 5 8 ．2 8 7 2 ，0 8 4 1．1 ‘ 2 1．9 ‘ 5 8．4 ‘ 2 5 ．7 d 5 2．9 8 5 0．8 8 1 0．5

5　 0 7 占 1．4 7 8 °．9 7 8 8．d 7 8 m 5 7 2 2．2 7 8 4 1 7 2 Z 4 7 7 5．7 7 7 0．° 7 1 5 ．1

5　 5 8 7 2 ．0 8 9 2．5 9 1 5 ．5 8 ° 4 9 8 1 9．1 9 0 2 ．5 8 5 4 5 8 7 0．1 8 7 9．5 7 9 占．5

4　 0 9 7 °．‘ 1 （〕1 5．1 1 0 2 5．8 9 7 0．8 9 2 5 ．5 1 0 5 1．4 9 5 5 ．1 9 4 9．0 9 8 8．5 8 9 5 ．2

4　 5 1 0 7 2 ．5 1 1 D 9．5 1 1 5 5．5 1 0 7 2 ．8 1 0 1 8 ．9 1 1 1 ヱ 2 1 0 5 0．1 1 0 5 9．2 1 0 9 2．5 9 8 占．4

5　 0 1 1 7 5 ．8 1 1 8 8．4 1 2 ° 2．0 1 1 7 0．4 1 1 0 8．0 1 2 2 1．5 1 1 2 4 5 1 1 1 8 ．5 1 2 0 8 ．4 1 D 8 4．4

日照時数（ジヨルダソ　h）

轟 フ　ジ・ミ　ノ リ で わ み の　 り た ち は な み

4　0 4 1 4　2 4　5 4　0 4　2 1 4 5 4 1 4　2 4　5

2　0 1 7 1．7 1 5 ヱ8 1 8 1．7 1 5 占．5 1 7 °．9 1 4 4 0 1 5 t l 1 5 5．5 1 4 °．‘ 1 1 1 2

2　5 2 1 5．0 1 8 Z D 1 7 Z 4 1 8 2．5 2 0 8．° 1 7 4 8 1 5 1 2 1 7 6．9 1 7 2．7 1 2 Z D

5　0 2 °鼠7 2 2 9．5 2 0 5．8 1 9 9．8 2 2 2．8 1 9 4 6 1 7 1．7 1 9 5．7 2 0 2．1 1 4 5．0

5　5 2 9 5．8 2 5 0．6 2 5 8．° 2 1 5．5 2 2 三° 2 2 5．7 1 8 4 2 2 1 7 占 2 2 5．2 1 7 5．0

4　0 5 0 ヱ4 2 d Z 4 2 5 5．8 2 5 m 5 2 5 5．5 2 4 9．4 2 1 ス5 2 5 5．7 2 5 4．4 1 9 鼠2

4　5 5 1 9．° 2 9 1．5 2 占え5 2 d d．7 2 9 2．8 2 °5．2 2 4 7．4 2 4 ヱ0 2 4 1．° 2 5 1 5

5　0 5 4 5．2 5 D 9．4 2 8 5．5 2 9 m 4 5 1 1．9 2 d Z 8 2 7 4 7 2 8 2．7 2 4 8．5 2 8 5．9

完
全
扱
歩
合

（
比
重
－
・
〇
六
）

0

　

0

　

0

3
　
9
　
0
0

n
U
 
O

6

　

5

0
　
0
　
n
U

4

　

3

　

2

ノ
ん
○
′
一
●

誘J‡㌣‘
○　ノ■

フジミノリ

●－40
摩

・▲：ニー÷一シーー

ナノ′▲▲▲

でわみのり
．l▲

．い・ハ

○

；一三でニ‾一i

たちはなみ

元肥重点

曹1
ザ
l

ナ．
●
J
・
1
ヾ

．
■
1

‘．搾一
γ

ー

ー

ー

▲

　

●

5　6　7　8　910111213　　1001別2002劉3003弧

積算気温（℃）（×100）　　日照時致（h）

第1図　　完全籾歩合と気象との関係

5．出穂後日数と品質の推移

出掠後日数と品質は第4表のとおりで完全米の増加

は前述した完全扱歩合と同傾向にみられる。活菅米は

55日頃まで急減しその後漸減一定となり，萱熟の増加

傾向とは相反する。一方，茶米は活膏米とは逆に55日

日頃より敵増することが認められ，栽培条件で追肥重

点が元肥重点より多くなる。これらの関係から萱熟歩

合は出穂後日数が長びくことにより弱勢頴花の完米化

により高まるが，品質の点からは茶米増加により低晶

化するので，この点のみからでも品質からみた各品種

の刈坂適期が判定される。早生フジミノリ出穂後40日

前後，中生でわみのり，たちはなみ出穂後45日前後で

ある。

4．校梗別萱熱歩合の関係

枝梗別からみた登熟歩合は第5表のとおりで，品種

により萱熟増加期に一時停滞する原因も枝梗別萱熟差

からくるものと考えられる。フジミノリは栽培条件で

の年次差が′トさく，翌熟の絶対値の変動は二次枝榎に

ょるところが大きい。でわみのりの元肥重点は年次的

にも一定傾向を保ち，追肥重点の翌熱差は二次枝榎に

よる。たちはなみは声わみのりの元肥重点とはゞ同一

である。これらのことは－終着粒数と枝梗別数等から
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由来する相違と考えられる。

第4表　　出穂後日数と品質推移　　　　　（単位％）
’、語 調

穂 次

後

フ　 ジ　 ミ　 ノ リ

完 全 米 清 音 米 茶　　 米

4 1 4 2 4 5 4 1 4 2 4 5 4 1 4 2 4 5

－
2 0 日 12．5 78．5 6 5．0 1ヱ7 1占．7 5 8．5 8 2 1．5 0

フ亡 2 5 2 9．5 8 4 2 6 5．7 4 2．5 15．5 5 2．2 0．5 n 2 1．4

肥 5 0 ‘ス 9 8 8．2 7 5．8 19．5 1 5．5 2 4 4 1．7 0 1．7

重
5 5 7 4 8 8 5．0 8 5．0 14 9 1 5．7 1 t 8 5．5 1．2 5．5

4 0 8 8．1 9 2．2 8 8 1 2．7 占．1 鼠8 2．5 1．4 1．8

点 4 5 9 5．4 9 5．7 8 8．5 n 7 5．1 8．5 5．2 1．0 5．4

5 0 8 8．7 9°．0 9 1．1 5．4 2．8 5．7 5．0 1．0 5．2

追
2 0 2 8．2 7エロ － ヱ9 2 2．7 1．0 0．1

2 5 5 8．4 8 5．4 72．8 2 4 5 15．0 2 4 5 1．5 1．5 1．5

肥 5 0 8 2．4 9 0．1 7 8．5 6．1 鼠2 2 0．7 1．5 0．1 2．8

重
5 5 8 t 8 9 2．4 8 8．0 ‘．8 6．7 8 4 4 5 n 8 5．5

4 0 8 Z d 9 2．8 9 8．1 2．2 4 7 1．1 4 2 2．5 5．7

点 4 5 9 0．4 9°．4 9 4 8 4 5 1．4 n 9 2．0 2．2 4 1

5 0 8 9．6 9 8．5 9乙8 2．5 n 3 n 4 2．2 5．0 Z 2

h 製 3

日口匁

紺 ＼ 次

後

で わ み の　 り
l　 た ち は な み

完 全 米 活 菅 栄 茶　 米 完 全 米 清 音 米 茶　 米

4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5

－
2 0日 6 5．0 56．9 2 5．2 4 2．5 0．5 75．5 2 9．° 2ヱ 7 d R 7 0 0

フ亡 2 5 7 8．9 8 2．7 1 9．9 4 0．9 n l 0．9 8 4 5 5 8．4 1 5．5 ‘5．5 D 0．1

月巴 5 0 8 5．占7 1．8 1 5．1 2 Z O 1．0 t 2 8°．5 5 0．4 1 5．5 4 9．8 0．2 0

重
5 5 9 2．2 79．2 ス4 1 8．1 n l 2．7 9占．8 8 0．5 5．1 1 8．5 0 1．0

4 0 9 6．5 9 2．5 2．5 4 8 8 7 2．0 9 5．8 8 1．4 占．0 1 Z O 0．1 t d

点 4 5 9ヱ4 9 1．9 1．° 5．7 1．0 2．5 9ヱ 2 8 鼠‘ 2．5 鼠 0 0．2 1．4

5 0 9 8．4 9 0．7 1．2 5．d 8 4 5．5 9 5．7 9 5．4 5．8 2．7 0．d 1．8

追
2 0 4占．2 5 5．0 55．2 占1．5 n 5 0

m 5

8 4 2 5 4 5 1 5．8 8 5．2 0 0
2 5 5 1．0 8 4 5 5 8 2 4 2．4 0．7 8 5．0 4 5．°15．0 5 4 1 0 n 5

肥 5 0 8 2．8 7 5．5 1ス1 25．8 n l t O 8 エ8 7 5．0 12．0 2 5．1 0．1 1．7

重
5 5 8 鼠1 7 8．0 1 0．2 1ヱ7 8 7 4 1 9 4 2 8 5．0 4 8 14 8 t O 2．0

4 0 9 8．8 8 5．5 0．4 1 4 4 0．5 2．8 9 4 7 9 0．9 4 8 8．1 n 5 5．0

点 4 5 94 6 9 0．6 2．8 8．4 2．7 2．° 9 5．5 9 1．8 占．0 5．9 n 4 2．5

5 0 9 5．9 9 0．6 1．5 5．8 2．4 5．2 9 1．4 9 5．7 8．1 2．8 n 4 5．7

第5表　　枝梗別萱熟歩合の関係
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品削フジミノリ十でわみのり＋たちはなみ）

傾向値

漸　増　　　▲．＿一・

訓＋25＋卸　35　　40　45　帥

出穂後日赦

第2図　　出穂後日数と品質の推移

邑 包

括 主 ・、＼読

後

フ　 ジ　 ミ　 ノ リ で わ み の　 り た ち は な み 晩　　　　 植 （ 昭 4 5 年 ）

一　 次 二　 次 一　 次 二　 次 一　 次 二　 次 フジ ミノ リ で わ み の り た ち は なみ

4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 4 2 4 5 一 次 二 次 一 次 二 次 一 次 二 次

－

2 0 日 5 4 C 5 0．2 1 9．8 1 5 ．4 4 5，5 4 8 ．7 1 6．8 1 7 0 4 1．8 2 4 0 1 0．4 4 7 4 5 ．d 1 8．0 5 1．7 鼠 5 2 1．0 7 4

フ亡 2 5 7 1．° 8 5．6 2 9．8 2 8 ．8 6 5．4 8 0．2 2 5．1 2 5 ．0 8 7 1 5 2．1 2 7 8 2 2 ．4 7 1．8 2 9．9 8 8 5 2 8 ．5 ‘2 ．2 2 2．5

肥 5 0 8 5 ．5 9 1．4 4 ‘．0 4 7 8 8 9．1 8 占，9 4 5 ．5 4 1．2 8 2 ．0 6 4 2 4 1．5 2 a O 9 1．1 5 0．1 7 8．9 5 2 ．9 7 5．1 5 4 9

軍

5 5 8 9．d 9 4．1 占0．° ふ亀d 8 5．9 8 5，1 d Z d 5 鼠 5 8 7 5 8 5 ．8 5 0．1 5 ス 5 9 0．8 5 5．4 8 4 2 4 0．8 8 a 5 8 4 8
4 0 9 5 ．2 9 8．1 6 5．° 7 4 2 8 Z D 8 4 1 7 5，9 5 7 2 9 1．8 8 5 ．7 （日．4 5 8 ．9 9 5．1 8 5．d 8 7 4 うえ 8 9 1．7 5 8．7

点 4 5 9 1，2 9 4 8 d d．4 8 7 9 8 9．5 8 5．8 8 4 4 5 8．7 8 1．5 8 5 ．2 4 5．7 9 7 1 7 Z l 8 5 ．9 5 2 ．7 9 2．9 5 7 5

5 0 9 4 2 9 4 8 8 1．4 8 4 9 8 8 5 8 8．0 8 4 5 6 4 8 9 1．7 8 4 0 8 4 7 4 Z d 8 4 9 7 ヱ 0 9 2 ．8 d Z 7 7 8．7 4 5．2

追
2 0 7 4．7 占1 5 S a 8 5 5 ．8 5 4 5 S R 5 1 乳 5 1 4 4 5 5 ．9 4 1．5 9．5 1 8 ．1 2 0．5 8 2 4 4 5 1 4 9 2 9．9 鼠 5
2 5 8 8．5 9 5．8 5 5．4 7 4 4 7 1．2 7 0．8 2 8．5 5 8．7 d Z 4 6 °．5 2 鼠 2 5 1．7 8 2．4 5 1．d 5 8．0 2 2．4 4 占．1 2 4 2

肥 5 0 9 1．° 9 8．0 5 a 4 8 6．7 8 1．5 8 5 ．5 5 9．2 5 1．8 8 4 5 7 a 7 4 6．5 4 1．1 9 2．2 5 4．1 7 5 ．5 5 5．5 棉 2 2 4 2

塞
5 5 9 5．7 9 5 ．8 8 5 ．4 8 4 7 8 ス 5 8 8．9 d O．2 5 Z D 9 t 7 8 9．8 5 1．5 5 8．7 8 Z 2 5 8 ．6 7 5．5 5 8．0 8 1二5 4 0．1
4 0 9 5．1 9 8．7 8 9．4 9 4 d 9 1．5 8 5 ．4 5 8．8 5 5．8 8 8 ．7 9 2 ．5 8 4 8 8 5．2 9 5 ．5 d Z S 8 5．0 5 2．5 9 0．9 5 7 2

点 4 5 9 6．9 9 占．1 9 1．1 9 1．6 9 5．8 8 8．7 7 5．7 7 0．6 9 2．7 9 2 ．8 ‘5 ．5 d 7 7 8 8．5 7 6 ．9 8 8．7 4 9．7 8 7 8 4 ス 8
5 （〕 9 4 1 9 5 ．8 9 8 0 8 9．2 9 5 ．5　 9 2．5　 8 1．1 d 9．2 1 9 1．2 9 2 ．2 ‘2 ．1 6 6．9 9 4 占 8 1．5 8 9．7 5 4 2 9 0．2 5 4 1
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4．　む　　す　　び

登熟特性を明らかにするため，望熟と出穂後日数，

棟算気温，日照時数，品質推移，枝梗別等の関係につ

いてみた。その結果，晶痙からは早生＞中生＞晩生の

順に萱熟の絶対値が高く，また一棟着粒数と二次枝硬

軟ともに少ないものはど高い。栽培法では施肥体系で

追肥重点より高い傾向となり，一方，品質の点では元

肥重点より劣り低晶化することが明らかとなった。以

上のことから萱熟を安定向上するには品種の特性を生

かした栽培津（施肥）の改善が必要であり，品質からみ

た刈取適期の判定も外観だけでなく重要であることを

確認した。

生態群　と収量性に関する解析研究

吉田　巻舌・高橋鴻七郎

（東　北　鼻　試）

1．　ま　え　が　き

水稲の収量変動は晶径と栽培技術，そのi勤、に環境要

因によって支配されるところがきわめて大きい。

本試験は生態群と収量性の関係を品種との関連にお

いて解析し，多収性草姿養成のための栽培技術の方向

性を明らかにしようとするものである。気象条件によ

る形質の丑的あるいは形質相互の変動を考慮し，19°7

年と19°8年に同じ設計で試験した結果，両年ともほ

とんど同じ傾向を得たので19°8年の結果について報

告する。

2．　試　験　方　法

ふ系‘9号（穂重塾）とさわにしき（偏穂数型）の2

品種を供試し，5月25日移植（4月15日播，ビニー

ル幌折衷育代青首），栽植株数を21．2株／㌦（2ヱO

mxlヱ5（Ⅶ）と2ス4抹／7㌦（2ZOのⅥ×15．5（Ⅶ）の2

段階とし，ともに5本櫨とした。　　施肥丑は基肥に

N，P205，Ⅹ20　ともa当り0．5Kクおよび1・OEgの

2段階として，単肥を用い植代時に施用した。それぞ

れに追肥畳をa当りn5Ⅰ（グとし，追肥時期を無追肥区，

出穂前50日区，同15日区，穂揃期区の4段階を設

けた。試験の規模は1区面積217㌦で1区制で行なっ

た。

5．　試　験　繹　果

1，収　量

収丑と栽培法の関係を第1図に示したが，この図で

みられるように栽培法による収丑変動に品種間差のあ

ることが知られる。この関係をふ系d9号についてみる

と，基肥の多少あるいは栽植密度の影響よりも，追肥

の影響が大きく，追肥時期の間ではいずれの場合にも

液数分裂期の追肥の効果が寂著に示される。したがっ

て収丑性からみて疎植より密桂で減数分裂期頃の追肥

の有利性が示された。
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第1図　　栽培条件と収丑

基　30迫15追碓追
日　　日　　抽

肥　前肥前肥糊肥

一方のさわにしきにおいては，基肥の量および追肥

の時期による収量の変動は比薮的わずかで，これに比

べて栽植密度の影響がより大きいとみることができる。

多肥疎椿での幼徳分化始期および減数分裂期の追肥で

は収丑の低下が著しく，少肥密櫨的栽培法で収量の高

いことが明らかである。

これら両晶唾の収丑水準は前年もはば同様であり，

また栽培法による収盈変動の傾向にも大きな差異は見

られなかった。ただし，ふ弄る9号についての追肥時

期の効果は前年と異なり幼癌分化始期追肥より減数分


